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研究成果の概要（和文）：本研究では、総数6347例の質問紙調査票が回収でき、喫煙防止教育介入前後の比較を
行うことができた。統計解析により、以下のことが明らかとなった。①今回実施した防煙教育プログラムによる
介入後、小・中学生の喫煙に対する知識、意識、態度は有意に望ましいものに変化した。②しかしその変化の程
度には、性、学年、家族の喫煙状況、家庭でのたばこに関する会話の有無等が影響を及ぼしていた。③将来、た
ばこを吸わない強固な意志は、だれかからたばこをすすめられても断れる姿勢と関連していた。
以上のことから、本プログラムは、小・中学生を対象とした喫煙防止教育として有効であったといえる。

研究成果の概要（英文）：  6,347 samples were collected for this research. It was possible to compare
 their responses before and after education intervention.As a result of statistical analysis, the 
following were clarified.
  The students’ knowledge, consciousness, and attitudes toward to smoking showed positive change 
due to this smoking prevention education program.However, the degree of change was affected by 
gender, grade, family smoking status and the presence or absence of conversations about smoking and 
some other factors.Futhermore, their strong intention to never smoke in the future was related to 
their attitude toward refusing when others pressured them to smoke.
  In conclusion, this smoking prevention program is considered to be of value for elementary and 
junior high school students.

研究分野：学校保健学

キーワード： 喫煙防止教育　小学生　中学生　防煙教育

  ６版

平成



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 わが国の喫煙率は減少傾向にあるとはい
え、成人全体で 20％前後で、5人に 1人は習
慣的な喫煙者である。また、男性、女性共に
年齢区分別では、30 歳代、40 歳代の喫煙率
が未だ高く、労働や子育て世代への健康被害
が懸念される。 
 一方で、喫煙防止教育は保健学習の一環と
して小学生から導入されている。これらの学
習の効果は、中学生での喫煙率の低下などが
効果としてすでに証明されている。 
 近年のタスポの導入や、たばこの販売価格
の上昇の効果も相まって、小・中・高校生の
喫煙率が激減している。この傾向を維持し、
成人したのちに決してたばこを吸わない強
固な意志と、他人から進められても断る勇気
やスキル、行動力を、早期に養うことが重要
である。 
 本研究は、たばこに関する知識のみでなく、
自分が一生すわない生活の実現と、受動喫煙
による健康被害を受けないための喫煙防止
プログラムの開発を長期的な課題としてい
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、①喫煙防止プログラムに
よる防煙に関する意識や知識及び態度の変
化を明らかにすること、②小・中学生の防煙
に関する意識や知識及び態度の実態を明ら
かにすること、③小・中学生の家庭における
防煙教育の実態を明らかにすること、の 3点
である。 
 
３．研究の方法 
(１)調査① 
 教育委員会を通じて、県医師会に喫煙防止
教育の依頼があった小・中学生に対し、家庭
の喫煙環境、たばこに関する知識、成人した
際の喫煙の意志や態度等に関する無記名自
記式アンケート調査を実施。学校長の承認を
得たのち、該当学級の担任より、アンケート
用紙を配布、回収した。調査②の回答と対比
させるために、ＩＤ番号を記入させた。 
(２)喫煙防止教育介入 
 県医師会の防煙に関するトレーニングを
受けた職員が、各学校に出向いて、喫煙防止
教育を実施した。教育内容は、①たばこに関
する知識、②健康被害について、③受動喫煙
について、④断り方のロールプレイを含む。
１回の教育は小学生 45分、中学生 50分とし
た。 
（３）調査② 
 喫煙防止教育介入後、調査①の内容から家
族の喫煙環境を除外したほぼ同じ内容のア
ンケート調査を実施した。 
（４）解析方法 
 回答内容を数値化してコンピューターに
入力し、調査ごとに基本統計量を求めた。学
年、性別、家族の喫煙環境、喫煙に関する家
族との会話の有無と内容、喫煙に対する意識、

意思、態度の実態について概観した。また、
性及び学年による差の検定を行った。 
次に、調査①及び調査②の内容について、
対応のあるｔ検定を実施し、喫煙防止教育前
後の変化をみた。得点化した項目は、喫煙防
止教育前後の差を算出し、差について、家族
の喫煙状況や家庭での会話と、喫煙に対する
意志や態度との関連について分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究計画による取り組みにより、以下の
成果が得られた。 
 回収できたサンプル数は総数 6,347
（95.3%）例であった。 
(１)対象者の属性 
 回答者のうち男子は 49.6％、女子が 50.4％、
小学生が 64.6％、中学生が35.4％であった。 
学年の内訳は、小学校 4年生が 13.0％、5年
生が 19.7％、6年生が 67.3％、中学校 1年生
が 68.0％、2 年生が 24.1％、3 年生が 7.8％
であった。 
(２)対象者の喫煙経験 
 今までにたばこを吸ったことがあると回
答したのは、中学生の2.3％で、そのうち 60％
は、家族のだれかが喫煙していた。また、小
学生では 2.3％が吸ったことがあると答え、
そのうち 80%が家族が喫煙していた。対象者
のうち、喫煙経験のある者は少数であったが、
特に小学生では、家族の誰かが喫煙している
ことで、たばこを吸いやすい環境が形成され
ることが示唆された。 
(３)家族の喫煙状況 
 調査対象の小・中学生の 55.7%が、家族に
喫煙者がおり、家庭でたばこを吸っているこ
とがわかった。小学生と中学生の間に有意な
差はなく、父親が 40.4%、母親が 14.5%、祖
父が 15.6%、祖母が 4.5%、きょうだいが 1.8%
であった。 
 家庭でたばこに関する会話をしたことが
あったのは、58.0%で、その内、61.0%がたば
この害について、58.2%がたばこをやめるこ
とについて、38.3%が受動喫煙の害について、
31.7%がお金についての会話であった。 
(４)たばこに関する知識の実態 
 たばこが体に良くない、病気になりやすい、
がんになりやすいことについては、喫煙防止
教育以前でも約 9割の児童生徒がそう思うと
答えていた。最も低かったのが受動喫煙の害
についてで、正解は約7割にとどまっていた。 
 喫煙について、大人になっても吸わない、
すすめられても断る、副流煙を吸いたくない、
等は約 6割から 7割の児童生徒が「絶対」と
回答したが、たばこを吸うことについて、「か
っこ悪い」と答えたのは約半数にとどまった。
家族の喫煙については約 9割が「やめてほし
い」と回答していた。 
(５)喫煙防止教育の効果について 
 喫煙防止教育介入によって、たばこに関す
る知識、喫煙に対する意識、将来たばこを吸
わないという強い意志等、全ての項目につい



て、望ましい変化がみられた。しかし、家族
に喫煙者がいる者、小学生よりは中学生、女
子よりは男子の方が、たばこについてやや寛
容な姿勢を示していた。 
(６)家庭の喫煙環境が喫煙防止教育に及ぼ
す影響 
 対象者を、喫煙防止教育の前後で望ましい
変化が得られた者（良好変化あり群）、望ま
しい変化が得られなかった者（変化なし群）、
始めから喫煙に対して望ましい意識を有し
ていた者（良好継続群）の 3 群に分類した。
良好継続群が 58.8％で最も多く、次いで変化
なし群が 24.9％、良好変化あり群は 16.3％
であった。良好継続群は両親ともに非喫煙者
の方が、両親のどちらかが喫煙している者よ
りも有意に割合が高かった。また、変化なし
群は、その逆で、両親のどちらかが喫煙して
いる方が割合が高かった。 
(７)喫煙防止教育の家族への波及効果 
 高校生を対象として夏休み前に喫煙防止
教育を実施し、その前後及び、8 か月後に同
様の調査を行った。女子生徒は、たばこに関
する正しい知識と望ましい態度を継続して
いたが、男子生徒では喫煙防止教育の効果の
定着は 8か月後にはみられなかった。しかし、
家族の喫煙率が有意に低下しており、喫煙防
止教育を子どもが受けることによって、家族
が禁煙を意識したり、禁煙に成功する可能性
が示唆された。 
(８)母親の喫煙が小学生に及ぼす影響 
 小学生への喫煙防止教育の効果において、
母親の喫煙が大きく影響することが明らか
となった。特に女子児童においては、母親が
喫煙している場合、そうでない児童に比べ、
たばこをすすめられた時にきっぱりと断る
意思が有意に低かった。男子児童には有意な
差を認めなかったことから、小学生の女子児
童は母親が喫煙することで、将来喫煙者とな
る危険性が高いことが示唆された。 
(９)たばこを吸わない意思とすすめられて
も断る意思 
 対象の小・中学生ともに、おとなになって
もたばこを吸わない意思とすすめられても
断る意思には有意な正の相関があった。喫煙
のきっかけは興味や関心に加え、喫煙者から
すすめられ、断れない環境にある。たばこを
絶対に吸わないという強い意思と、すすめら
れてもきっぱり断る態度の育成が、今後の喫
煙防止教育において重要であることが示唆
された。 
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